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－ 1 － 

１．人口・コミュニティ 

 ○若年世代が流入し、人口・世帯数は増加      

・人口は、平成 17年まで減少していたが、この 10年間で増加（7,425人）。 

・15歳未満人口及び、30歳代～40歳代前半の世代（平成 27年時点の年齢）の増加が顕著。 

■千里 NT の人口・世帯数推移(出典：国勢調査)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■5 歳年齢階級別人口の推移(出典：国勢調査) 
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－ 2 － 

 ○高齢化率は上昇を抑制しているが、高齢者数・高齢者のみの世帯は増加  

・高齢者数は増えているが、高齢化率は、この 5年間、31％程度で、上昇が抑制。 

 （両市全体では高齢化率は上昇し続けており、豊中市で 25.3％、吹田市で 22.5％） 

・世帯構成をみると、高齢者のみの世帯（65歳以上単独世帯、65歳以上夫婦のみ）、子育て世

帯（親+子ども、夫婦+子ども+親）が増加している。 

 

■高齢者数・高齢化率の推移(出典：国勢調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】各市全域における高齢者数・高齢化率の推移、世帯構成(出典：国勢調査) 
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■世帯構成(出典：国勢調査) 
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－ 3 － 

（住区別人口・世帯数） 

・平成 17～27年の 10年間で、新千里東町、新千里西町、佐竹台、桃山台で人口が約 1,000

人以上増加。 

・一方、青山台、高野台では人口が 1,000人以上減少し、世帯数も減少。 

（高野台は、人口・世帯数の減少が顕著であるが府営住宅の建替事業の影響も考えられる） 

■住区別人口・世帯数(出典：国勢調査)  
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－ 4 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（転入者の転入元(出典：国勢調査 H27)） 

・転入者の 5年前の常住地は、自市内（吹田市→吹田市、

豊中市→豊中市）が大半で、次いで大阪府内（府内他

市区町村）となっている。 

・一方、他県からの転入者も約 8,000人いる。 

 

 

 ※グラフ中の「府内他市区町村」は、吹田市→豊中市、豊中市→吹田市の移動も含まれる 
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－ 5 － 

（将来人口の推計） 

・今後の公的賃貸住宅の建替えや活用地での住宅建設等を想定し、千里ニュータウンの将

来人口を推計する。 

・推計した結果、人口は、2025年まで増加し続けるが、その後減少傾向になるものと推計

される。 

■千里ニュータウン全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■内訳：豊中市域 

 

 

 

 

 

 

■内訳：吹田市域 
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（参考）人口推計算定における設定条件について 

 

 

 

 

 

 

 

 増加要因 減少要因 

基準人口 ・2015年（平成 27年）国勢調査人口 

 ※5 歳階級別人口で区分するため、年齢不詳の人口は 5歳階級別人口の割合に応じて

按分 

社会移動 ・市全体の純移動率（年齢 5歳階級・性別）（社会保障・人口問題研究所 2013

年） 

自然増減 ・市全体の生存率（年齢 5 歳階級別）・

出生率（社会保障・人口問題研究所） 

・市全体の生存率（年齢 5 歳階級別）・

出生率（社会保障・人口問題研究所） 

公的賃貸 

住宅 

建替え等に

伴う影響 

・活用地への住宅建設による転入者数 

○集合住宅の建設を想定し、1ha に

つき、180戸の住宅が建設される

と仮定 

○ただし、想定されている活用用途

のある活用地、現在建設中等であ

る住宅： 

 集合住宅：予定している住戸数 

 戸建住宅：宅地 70％、1戸 150㎡

と仮定して住戸数を算出 

⇒住宅 1戸につき 3.1人/世帯が入居

すると仮定して算定 

※年齢（5歳階級）・性別比は、佐竹台
1丁目をモデルとした実績値より
算出（吹田市提供資料） 

・公的賃貸住宅建替えにより戸数減少

分の転出者数 

⇒住宅 1戸につき 2.01人/世帯入居

していると仮定して算定 

 ※年齢（5歳階級）比は、H27年度
末の府営住宅入居者の実績値（府
データは 10 歳階級等の年齢区分とな

っているため、5 歳階級区分に等分し

て按分）、性別比は千里ＮＴ全体の
性別比（国勢調査 H27）より算出 

※人口推計は、国から配布された人口推計プログラム（平成 27年度、国から基礎自治体に対して、人口

ビジョン・総合戦略の策定指示があった際、国から都道府県を通じて基礎自治体に提供があった人口

推計ファイル）を用いて算出している。 
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    ・自然増（出産） 
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よる社会移動（転入） 

【減少】・社会移動（転出） 

    ・自然減（死亡） 

    ・公的賃貸住宅建替えによる戸数 

減少による社会移動（転出） 

吹 田 市
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…… 
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２．住宅 

 ○公的賃貸住宅の建替事業等に伴い、分譲マンションが約 7,000戸供給  

・この 10 年間で分譲マンションが 7,239 戸供給され、そのうち約 2,800 戸が公的賃貸住宅

の建替事業によって創出された活用地等で建設されている。 

・最寄り駅をみると、地区センターのある千里中央駅、北千里駅、南千里駅周辺に集中して

供給されている。 

・これらのマンションは、専有面積 75～85㎡程度(各住棟平均)の住戸が大半であり、多様性

に欠ける面もある。 

■供給された分譲マンションの状況（H19.11以降）(出典：大阪府提供データ)  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（従前の所有関係別） 

山田

391

千里中央

2,417

桃山台

969

北千里

1,227

南千里

2,235

70～75㎡

399

75～80㎡

3,392

80～85㎡

3,387

85～90㎡

61

2500～3000万

423

3000～3500万

832

3500～4000万

2,562

4000～4500万

1,404

4500～5000万

985

5000～5500万

815

6000～6500万

218

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000

最寄り駅

平均面積

主要価格

山田 千里中央 桃山台 北千里 南千里

70～75㎡ 75～80㎡ 80～85㎡ 85～90㎡

2500～3000万 3000～3500万 3500～4000万 4000～4500万 4500～5000万

5000～5500万 6000～6500万

山田

391

千里中央

260

千里中央

918

千里中央

1,239

桃山台

812

桃山台

157

北千里

289

北千里

803

北千里

135

南千里

386

南千里

926

南千里

923

2,138

2,804

2,297

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

民間所有地

公社・府営

活用地

公社・公団

分譲

山田 千里中央 桃山台 北千里 南千里

（戸） 

（戸） 



 

－ 8 － 

 ○新しい集合住宅の供給により、持ち家率が高まり公的賃貸住宅の割合は低下 

・千里ニュータウンの住宅における所有関係別の割合をみると、平成 17～29年の約 10年間

で、公的賃貸住宅（府営住宅・市営住宅、公社賃貸住宅、UR賃貸住宅）の住宅数に占める

割合が 10.3％減少し、民間集合住宅（賃貸・分譲）が 20.5％増加。 

・特に平成 20～25年で転入してきた世帯のうち、持ち家が 55.4％と半数以上である。 

■所有関係別住宅数(出典：大阪府提供データ、ゼンリン住宅地図等) 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：所有関係別世帯数推移(出典：国勢調査)  
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9.4%

UR賃貸

21.8%

府営住宅

25.5%

市営住宅

1.2%

公社分譲

4.9%

UR分譲

2.7%

戸建住宅

14.5%

民間集合

（賃貸・分譲）

13.0%

その他

（給与住宅、寮等）

6.9%

公社賃貸

5.4%

UR賃貸

19.2%

府営住宅

21.9%

市営住宅

1.1%

公社分譲

1.9%

戸建住宅

13.6%

民間集合

（賃貸・分譲）

33.5%

その他

（給与住宅、寮等）

3.3%

公的賃貸 
住宅 

57.9％ 

注）公社賃貸、UR 賃貸、府営住宅、市営住宅、公
社分譲、UR 分譲は大阪府提供データを参照。
（H29.3.31 時点）。戸建住宅、民間集合、その他
（給与住宅、寮等）はゼンリン住宅地図を用いて
計数（豊中市分 H29.1発行、吹田市分 H29.6発行）。
一部、大阪府提供データ、およびインターネット
上の不動産情報を参照し補足した。 

公的賃貸 
住宅 

47.6％ 

 

【H17】 【H29】 

 

■平成 20～25 年の転入世帯の住宅所有関係 
(出典：住宅・土地統計調査 H25) 

持ち家

55.4%

民営の借家

15.9%

公営の借家

3.2%

都市再生機構・
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N=6,816 
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（38.5%）

17,555

（45.6%）
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（0.7%）

268
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 ○戸建て住宅は、若年世代の入居が少ない          

・持ち家一戸建は、世帯主の半数以上が 65 歳以上である。一方、49 歳未満の世代は 1 割に

満たず、市全域に比べて低い割合である。 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：豊中市・吹田市全域（持ち家一戸建）） 

 

 

 

 

 

 ○千里ニュータウン内の空家率は、市全域に比べて低い割合である      

・戸建て住宅における空家率は 4.3％であり、市全域に比べて低い割合である。 

・千里ニュータウン全体における戸建て住宅の空き家は 4.3%。 

※空き家（その他）：住宅土地統計調査において、空き家のうち、二次的住宅、賃貸用・売却
用の住宅以外で、長期にわたって不在の住宅等を指す 

5.7%

1.9%

0.3%

7.9%

6.3%

1.6%

0.4%

8.4%

0% 2% 4% 6% 8% 10%

空き家

（その他）

空き家

（賃貸・売却用）

二次的住宅

（別荘、その他）

空き家

（全体）

豊中市

吹田市

4.5%

3.8%

4.3%

0% 2% 4% 6% 8%

千里NT合計

豊中市域

吹田市域

0.0%

0.4%

1.4%

3.4%

8.6%

46.0%

11.2%

15.4%

24.3%

23.7%

15.9%

18.2%

18.7%

14.5%

25.7%

25.1%

33.0%

10.2%

28.8%

25.4%

15.4%

5.2%

17.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家一戸建

(N=6,036)

持ち家共同住宅

(N=11,774)

公営住宅

(N=7,647)

UR・公社住宅

(N=8,400)

29歳未満 30～49歳未満 50～64歳 65～74歳 75歳以上 不明

0.3%

0.6%

18.0%

22.3%

25.8%

27.0%

23.7%

25.7%

23.4%

22.4%
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(N=35,871)

豊中市

(N=48,012)

29歳未満 30～49歳未満 50～64歳 65～74歳 75歳以上 不明

■所有関係別世帯主（家計主）年齢 (出典：H25住宅・土地統計調査) 

51.7％ 

■市全体の戸建て住宅の空き家の状況 

(出典：H25住宅・土地統計調査) 

 

注）戸建住宅の空き家はゼンリン住宅地図を用い計数。

表札表記のない住宅を空き家とみなした。 

 

■千里ニュータウンの戸建て住宅

の空き家の状況 

 



 

－ 10 － 

 ○公的賃貸住宅の建替えに伴い、一部で他用途の施設等を導入       

・公的賃貸住宅の建替事業は進められ、それに伴い活用用地が創出されてきた。 

活用用地には、有料老人ホーム（新千里西町）や子育て支援施設「おひさまルーム」（佐竹

台）、コンビニ（新千里南町）の計 3か所で他機能が導入され、一部で住宅以外の用途が導

入されている。 

■公的賃貸住宅の建替状況 

 

 

有料老人ホーム

（千里西町） 

コンビニ 

（千里南町） 

子育て支援施設 

（佐竹台） 
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３．生活利便施設等 

 ○千里中央・千里南地区センターでは、再整備が進められ、市民活動の場等が 
  できている           

・千里中央・千里南地区センターは再整備が進められている。 

・年間小売販売額と売場面積の推移をみると、千里中央地区では、年間小売販売額が減少傾

向にあるが、売場面積が増加している。千里南地区では、売場面積が減少しているが年間

小売販売額が増加している。 

・千里北地区は、売場面積、年間小売販売額ともに平成 16年以降、減少し続けている。 

・千里中央・千里南地区では、千里文化センターコラボやラコルタ（千里ニュータウンプラ

ザ）が整備され、新たな市民活動の場ができた。 

■地区センターの年間小売販売額、売場面積の推移（出典：商業統計各年） 
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■千里中央駅前の再整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■南千里駅前の再整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H23 千里中央地区再整備事業 

（出典：豊中市 HP 千里中央地区再整備事業の実施について） 

よみうり文化センター（千里中央）再整備事業 

（出典：関西電力 HP プレスリリース） 

千里南地区センター再整備事業（出典：ザ・パークハウス 南千里アリーナ HP） 

H20.2 竣工 

H21.6 竣工 

H21.3 竣工 

H20.2 竣工 
広場改修
H20.2 竣工 

H20.8 竣工 

（H16.12 開業 

  H29.5 名称変更） 

（H24.9 供用開始） 

（H28.4 完成） 
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■近隣センターの現状           

 
開設 

年月 

敷地 

面積 

延床 

面積 
業種 

核 

店舗 
備考 

①藤白台 S40.4 8,976㎡ 11,545㎡ 飲食２、物販４、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ１、理美容２、介護１ ｽｰﾊﾟｰ 2003年再整備 

②青山台 S40.5 7,906㎡ 3,486㎡ 
飲食１、物販３、共同作業所１、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ１、理美容2、

介護１、施術所１、その他４ 
 

 

③古江台 S39.5 7,738㎡ 9,731㎡ 

物販４、新聞５、理美容２、動物病院１、その他２、＜飲

食１、物販１、介護２、診療所２、施術所１、共同作業所

１、その他６＞ 

 

 

④津雲台 S39.8 7,368㎡ 4,254㎡ 
物販１、飲食１、理美容２、診療所１、介護５、新聞３、

ATM１、その他２ 
ｽｰﾊﾟｰ 

 

⑤竹見台 S43.1 6,648㎡ 5,708㎡ 
飲食３、物販３、診療所1、新聞４、施術所１、介護２、保

育所１、その他２、＜コンビニ1、飲食２、歯科1＞ 
市場 

再整備に向け
て検討中 

⑥高野台 S38.6 5,234㎡ 6,564㎡ 
物販４、飲食２、理美容１、診療所１、歯科１、新聞２、介

護１、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ1、保育所2、その他2 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

ﾎｰﾑ 

 

⑦高野台 

サブ 
S40.12 2,965㎡ 7,159㎡ 

物販２、理美容２、施術所１、介護１、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ１、ｺﾝﾋﾞﾆ

１、その他１ 
 

2007年再整備 

⑧佐竹台 S37.9 5,570㎡ 7,076㎡ 

物販５、飲食２、理美容１、歯科１、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ１、共同作

業所１、その他５、＜物販２、飲食２、理美容１、施術所

１、その他１＞ 

ｽｰﾊﾟｰ 

 

⑨桃山台 S42.5 7,548㎡ 7,195㎡ 

物販６、飲食２、理美容２、診療所１、歯科2、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

１、介護１、施術所１、＜診療所1、介護1、保育所1、そ

の他１＞ 
ｽｰﾊﾟｰ 

再整備に向け
て検討中 

⑩新千里 

北町 
S41.4 8,139㎡ 11,077㎡ 

飲食１、物販４、理美容２、施術所１、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ１、その

他４、＜物販１、飲食１、診療所１、歯科１、保育所１、そ

の他１＞ 

ｽｰﾊﾟｰ 

 

⑪新千里 

東町 
S41.5 7,509㎡ 6,000㎡ 

物販６、理美容２、動物病院１、その他４、＜歯科１、施

術所１＞ ｽｰﾊﾟｰ 

再整備事業実

施中（2023年
完成予定） 

⑫新千里 

西町 
S43.3 7,239㎡ 8,253㎡ 

飲食３、物販５、理美容１、施術所１、動物病院１、保育

所１、その他９、＜物販１、診療所１、その他２＞  
 

⑬新千里 

南町 
S44.7 7,673㎡ 9,773㎡ 

物販３、動物病院１、施術所１、その他３、＜物販２、そ

の他２＞、(管理棟店舗) 理美容１、その他１ 
ｽｰﾊﾟｰ 

 

（出典：「近隣センターの概要」一般財団法人大阪府タウン管理財団 ※＜＞内はマンション店舗等） 
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■生活サービス施設の立地状況 
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 ○鉄道駅は地区センターの再整備が進んだ千里中央・南千里駅で乗降客が増加 

・駅乗降客数は、大阪モノレール沿線でこの 10 年間増加し続けている。千里中央駅（大阪

モノレール）では、非定期利用者が約 4,000人/日（H18比）増加している。 

北大阪急行では、桃山台駅が減少傾向だが、千里中央駅では平成 22年以降増加傾向である。 

また、阪急南千里駅でも、この 10年間乗降客数が増加している。 

■駅乗降客数(出典：大阪府統計年鑑) 
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４．福祉・教育 

 ○未就学児は増加しており、保育園が不足状況      

・未就学児が増加し、両市域で特に満 3 歳未満の保育園が不足している。（両市ともに、千

里ニュータウン地域の属する地域が市内で最も不足（次頁参考参照））。 

・しかし、両市域ともに現在予定している保育園の整備が完了すれば、不足量をおおむね充

足する予定である。 

■0-15 歳未満人口（出典：国勢調査）        ■保育園の利用見込みと提供量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※子育て施設の状況：出典は、H27こどもすこやか育みプラン・とよなか、H27吹田市子供・子育て支援事業計画。上図では、

豊中市域で「第１区域」、吹田市域で「山田・千里丘地域、ニュータウン地域」の千里ニュータウンを含む区域を表記。見

込みと提供量は、吹田市で平成 26年度末、豊中市で平成 27年度の状況。）） 

 

 

※豊中市の区域： 
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見込み
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保育園 
(3 歳以上) 

（人） （人） 
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参考）各市の子育て施設の状況 

■吹田市 

（３歳未満）               （３歳以上） 

 

 

 

 

 

 

■豊中市 

（３歳未満）               （３歳以上） 

 

 

 

 

 

921

1,112 1,115

796
882

1,099

0

400

800

1,200

1,600

2,000

第1区域 第2区域 第3区域

見込み 提供量

約 50 人不足 約 260 人不足 

1,348
1,196

1,450

737
880 898

0

400

800

1,200

1,600

2,000

第1区域 第2区域 第3区域
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約 340 人不足 716

977

1,347

670 711

1,006
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JR以南地域、

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域、

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域、

ニュータウン地域

見込み 提供量

664

1,021

1,399

1,112

814

1,322

0

400

800

1,200

1,600

2,000

JR以南地域、

片山・岸部地域

豊津・江坂・南吹田地域、

千里山・佐井寺地域

山田・千里丘地域、

ニュータウン地域

見込み 提供量

充足 

約 70 人不足 

約 610 人不足 
約 310 人不足 

（人） 

約 550 人不足 
約 120 人不足 約 230 人不足 

約 200 人不足 

約 20 人不足 

（人） 

（人） （人） 
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 ○高齢者数は増加しており、高齢者向けの施設が必要とされている    

・65歳以上人口は増加し、特に 75歳以上の高齢者が H17～27で約 7,900人増加。 

・認知症グループホーム、地域密着型特別養護老人ホームは、両市ともに他の地区に比べて

「必要整備数」（平成 29年度までに整備が必要な施設数）が比較的多い。（下記参考参照） 

・一方、居宅介護や通所型のサービス等は、「必要整備数」が現状維持もしくは 1 施設であ

る。 

■65 歳以上人口（出典：国勢調査）      ■地域密着型サービス事業所の必要整備数 
（表中の数字は平成 29 年度における必要整備数・整備定員数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（※高齢者施設の状況：出典は、第 6期豊中市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、第 6期吹田市高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画。上図では、豊中市域で「北東部・中部」、吹田市域で「千里ニュータウン・万博・阪

大」の千里ニュータウンを含む区域を表記している） 

参考）各市の高齢者福祉施設の状況（表中の数字は必要整備数） 

■吹田市 

 
JR 以南 

片山・ 
岸部 

豊津・ 
江坂・ 

南吹田 

千里山・
佐井寺 

山田・ 
千里丘 

千里 NT・
万博・ 

阪大 

認知症高齢者グループホーム 1 1 0 1 0 2 

小規模特別養護老人ホーム 1 0 0 1 0 2 

認知症デイサービス 0 0 1 0 1 1 

小規模多機能型居宅介護 1 0 1 0 1 0 

定期巡回・随時対応型訪問 
介護看護 

0 0 0 0 1 

 

■豊中市 

 
北西部 北中部 北東部 中部 中東部 中西部 南部 

認知症高齢者グループホーム 0 0 2 0 0 0 

小規模特別養護老人ホーム 1 0 2 0 1 1 

認知症デイサービス 現状維持 

小規模多機能型居宅介護 既存事業所 1 箇所転換のみ 

定期巡回・随時対応型訪問 
介護看護 

現状維持 

※上記は平成 29 年度の必要定員総数から平成 27 年度末時点の整備数を差し引いた施設数    

  吹田市域 豊中市域 

認知症高齢者 

グループホーム 
2 施設（36人） 2 施設（36人） 

地域密着型 

特別養護老人ホーム 
2 施設（58人） 2 施設（58人） 

認知症デイサービス 1 施設 
現状維持 

（全市） 

小規模多機能型 

居宅介護 
― 

既存事業所 

1 箇所転換（全市） 

定期巡回・随時 

対応型訪問介護看護 
1 施設 

現状維持 

（全市） 

7,912 6,857 6,720

7,020 7,480 6,633

4,386 6,386 6,898

2,298
3,718 5,4611,071

1,704
2,701

647

886
1,223

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H17 H22 H27

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳

85～89歳 90歳以上

（人） 
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 ○小学校児童数は増加しているが、地域外へ中学生が流出している     

・進学時の 1学年あたりの児童数の変化をみると、第九中学校以外で、中学校の 1学年あた

りの児童数が同校区の小学校の 1学年あたりの児童数より減少しており、学区外の中学校

に進学する児童が多い。 

・吹田市域の小学校児童総数は 10年間で 280人減少、中学校児童総数は 127人減少。 

・豊中市域の小学校児童総数は 10年間で 549人増加、中学校児童総数は 147人増加。 

■吹田市児童数（出典：吹田市統計書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１学年あたりの児童数は、学校の児童数÷ 学年数で算出しており、平均値である。 

（例：H28 小学生（青山台・藤白台）＝（青山台小児童数 200＋藤白台小児童数 610）÷ 6 学年＝135人/1 学年） 
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931

470
398

415

297191
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483
588

386 389
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357
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古江台

中学校

H18 H23 H28

（人） 

古江台中学校区 青山台中学校区 

H28中学生 
119人/1学年 

H28小学生（青山台・藤白台）: 
135人/1学年 

H28中学生 
119人/1学年

H28小学生（古江台・津雲台）: 
159人/1学年 

H28中学生 
130人/1学年 
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350306
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千里たけみ

小学校

桃山台

小学校

竹見台

中学校

佐竹台

小学校

高野台

小学校

高野台

中学校

H18 H23 H28

（人） 

高野台中学校区 竹見台中学校区 

 

H28小学生（たけみ・桃山台）: 
153人/1学年 

H28中学生 
91人/1学年 

H28小学生（佐竹台・高野台）: 
140人/1学年 

H28中学生 
102人/1学年 

 

 H18 H23 H28 

吹田市域小学校児童総数 3,798 3,197 3,518 

吹田市域中学校児童総数 1,819 1,334 1,692 
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■豊中市児童数（出典：豊中市 HP 小学校・中学校在籍生徒数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

285 273 249 254 272

729

224

402

235

397

204

821

264

503

283

622

244

842

0

400

800

1,200

北丘小学校 東丘小学校 第八中学校 西丘小学校 南丘小学校 第九中学校

H18 H23 H28

第九中学校区 第八中学校区 

 

H28 小学生（北丘・東丘）: 
128 人/1 学年 

H28 中学生 
94 人/1 学年 

H28 小学生（西丘・南丘）: 
144 人/1 学年 

H28 中学生 
281 人/1 学年 

※同学区内の新田小学校、新田南小学校を
含めると、H28時点で 354人/1学年 

 H18 H23 H28 

豊中市域小学校児童総数 1,084 1,227 1,633 

豊中市域中学校児童総数 978 1,083 1,125 

（人） 
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５．公園・緑地等 

 ○公園・緑地等は多いが、利用度が高くない。一方で、カフェ整備事業など、  

  みどりを活かす取組が始まりつつある            

・千里ニュータウン内及びその周辺には、公園・緑地が多いが、利用者数が多いとは言い難

い状況（居住者アンケート調査より）である。 

・公的賃貸住宅では歩行者空間が新たに設置されるなど、新たな広場空間が整備された。 

・近年は、千里南公園のカフェ整備や散歩ルートの設定など既存施設等のみどりを活かす取

組が始まりつつある。 

■公園位置図、散歩ルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼吹田市営新佐

竹台住宅で新

たに整備され

た歩行者空間 
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６．公共交通 

 ○公共交通は、比較的充実している           

・路線バス・鉄道駅の立地状況としては、ほとんどがバス停・駅から徒歩圏内である。 

■交通空白地域 
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７．住民活動 

 ○自治会活動は、加入率が比較的高いが、参加者が多くない          

・自治会活動は、加入率が両市ともに市全体より高い

割合である。 

・一方で、地域での活動に参加している住民は多いと

は言いがたい状況であり、担い手不足が懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 ○住民によるイベント等が行われ、市民公益団体も多数活動          

・千里ニュータウンでは 50 周年イベントをはじめと

した、さまざまなイベントなどが住民団体や行政等

の連携により実施され、またコラボやラコルタなど

の市民活動の場が新たに整備された。 

・またこれらのイベントで、若年世代のボランティア

参加者等も増加。 

・市民公益団体は 212団体と多く、福祉・教育に関す

る団体が多い。 

・社会的な潮流としては、個性を活かせる居場所や、

交流を楽しむ居場所などのサードプレイスのニー

ズの高まりがみられている。 

（※１ 市民公益団体の分野は以下の通りで分類 

  ①福祉：保険、医療又は福祉の推進・社会教育の推進、②教育：学術、文化、芸術又はスポーツの振興、子供の健全育成、③観光：観光

の振興、④文化：情報化社会の発展、科学技術の振興、経済活動の活性化、⑤環境：まちづくりの推進、農山漁村又は中山間地域の振興、

環境の保全、⑥防災・防犯：災害救援、地域安全、⑦人権等：人権の擁護又は平和の推進、男女共同参画社会の形成の促進、⑧国際協力：

国際協力、⑨その他） 

（※２ 市民公益団体数は、両市以下の情報を参照し、千里ニュータウン内に団体連絡先の住所のある団体（複数の分野で活動する団体は分

野数でカウントしている）。 

吹田市：ラコルタ（吹田市立市民公益活動センター）の HPに登録されている団体数（2017年 8月 1日時点） 

豊中市：市の HP内にある市民公益活動団体情報ページに記載された団体一覧を参照（2017年 8月 1日時点） 

 

 

 

 

54

54

59

38

16

14

12
10

福祉 教育 観光

文化 環境 防災・防犯

人権等 国際協力 その他

■分野別の市民公益団体数 

 加入率 

千里 NT 65.3％ 

うち、豊中市域 64.8％ 

うち、吹田市域 65.8％ 

豊中市全体 42.0％ 

吹田市全体 51.0％ 

■自治会加入状況（平成 29年 4月現在） 

6.5% 12.5% 29.5% 37.0% 6.7% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

メンバーとして取組んでいる 時間の合う時に手伝っている

現在関わりはないが、今後参加したい 今後も参加する予定はない

その他 不明・未回答

■自治会やまちづくり等の地域活動などの参加状況（居住者アンケート結果） 
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８．千里ニュータウンを取り巻く状況 

 ○高齢化の進行に伴う健康・医療ニーズの高まり         

・高齢化に伴って医療ニーズが高まり 

・健康寿命の延伸に重点を置いた健康維持・増進の取組の幅が拡がりを見せており、国民の生活

面でもジョギングやフィットネス等を行うものが増加 

 ○コミュニティの変化            

・高齢化の進行等に伴い、自治会を中心とする伝統的な地縁型コミュニティでは担い手不足等の

課題を有し、一方で地域包括ケアシステムや地域防災など、地域コミュニティの役割が多様化 

・自治会や各種団体だけでなく、企業等も含めたプラットフォームの形成など、多様な組織構成

の事例も見られる。またコミュニティカフェなどの新たな地域とのつながり方が出現 

 ○「空間づくり」から「場所づくり」へのシフト        

・働き方の多様化、シェアリングエコノミーの進展など住宅・住宅地に求められる機能や価値感

が多様化 

・個性を活かせる居場所、豊かに時間を過ごせる場所、サードプレイスへのニーズが益々高まっ

ている 

・人々の消費行動はモノ（＝商品）からコト（＝活動）にシフトし、単なる商業施設に留まらず

様々な体験や活動ができる施設、交流や文化を楽しむ施設が求められている 

・住宅地、中心市街地などでのエリアマネジメントが着目され、そのための仕組みも整ってきた 

 ○既存ストック活用の多様な展開           

・空き家の増加 

・低コストで自分らしい住まいや店舗・施設等を実現するリノベーション人気の高まり 

・既存ストック活用の拡がり（小規模保育事業制度の創設や、地域支援事業を活用した身近な相

談・見守り拠点等の多様な分野に拡がり） 

 ○住宅・生活サービス分野でのさらなる技術進化         

・IoT(モノのインターネット化)や人工知能の技術進化、商品開発等が進行し、住宅や家電製品

の高度情報化、介護サービス等の合理化など、これまでの都市像・住宅地像が変化しつつある 
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 ○国際交流・広域交流の進展           

・インバウンド需要が拡大し、大阪圏でも来訪外国人が増え、ビジネスの機会と幅が増加 

・2025年大阪万博招致構想やリニア構想など、広域交流・国際交流がさらなる進展 

・千里ニュータウンでは、留学生会館をはじめとして勤務・通学する外国人の住まいも多く、国

際交流の素地がある 

 ○公民連携事業の高まり            

・これまでの公的施設の整備、公的不動産の利活用に留まらず、福祉、文化、教育、まちづくり

などの関連分野で、多様な公民連携事業が実施 

 ○環境・省エネへの社会ニーズの高まり          

・住まい・まちづくり分野における環境配慮、省エネルギー化への取組の必要性の高まり 

 ○周辺地域には、多様な施設等があり、今後もその発展が見込まれる      

・北大阪地域の広域的な視点でみると、周辺地域には彩都ライフサイエンスパーク、健都、大学

などの学術・研究開発機能、万博公園、服部緑地等の公園緑地機能のほか、高次医療施設や大

規模商業集積などの豊富な資源がある 

・また大阪国際空港の大規模改修、北大阪急行や大阪モノレールの延伸、バス路線の再編など、

公共交通網が拡大し、交流人口拡大のポテンシャルを有している 

（北大阪急行の延伸：箕面市方面に延伸予定、平成 32年度開業目標 

大阪モノレールの延伸：東大阪市方面に延伸予定、平成 41年開業目標）
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■近年の周辺プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

箕面森町 
豊かな自然環境に恵まれた住宅地の開発と共に、北大阪
急行線の延伸（H32）や、新名神高速道路の開通（H29）、
それに伴う企業誘致の動きなどが連動。 
地区面積：約 313.5ha 計画戸数：約 1,800戸 
計画人口：約 6,000人 事業施行期間：H8～H35 

彩都(国際文化公園都市) 
H16にまちびらきをした西部地区は居住人口 4,552世帯
13,822 人（H28.10）で、研究機関の集積や、物流拠点
が形成されている。今後も東部地区、中央東地区、山麓
線周辺地区のまちづくりが進展する予定。 

万博公園跡地開発 EXPOCITY 
水族館や、体験型エデュテイメント施設の他、ショッピ
ング、レストランなど複合施設が H27に整備。隣接地に
吹田サッカースタジアムも同時期に完成。 
敷地面積：約 172,000㎡ 店舗面積：約 88,000㎡ 
施設及び店舗数：約 300店 

北大阪健康医療都市（健都） 
操車場跡地に、国立循環器病研究センター移転、市立吹
田市民病院移転、岸辺駅前複合商業施設建設（全て H30
完成予定）、企業の誘致や大規模公園整備、等が整備さ
れていく予定。計画対象区域：約 24ha  

船場地区((仮称)箕面船場駅前) 
北大阪急行延伸に伴う新駅の駅前に、大阪大学箕面新キ
ャンパス、関西スポーツ科学･ヘルスケア総合センター
(仮称)等を整備、医科学研究やスポーツ・芸術を通した
健康増進等をテーマにまちづくり。 
地区面積：約 4.8ha  まちびらき予定：H33春 大
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新名神高速道路の整備 

大阪国際空港改修プロジェクト 
「Speedy&Smart 都市型先進空港 ITM」として、出発・到着動線の改善
やバス等乗降場の再配置、イベントエリアの拡充、商業エリアの改装、
情報提供のための最新 IT・デジタルサイネージの活用等を行う。 
H31春まで：レストラン等の改装、H33夏まで：ウォークスルー型の商
業ゾーンを新設予定。 


